
を
垂
れ
、
後
湛
を
激
蔵
す
る
顯
に
て
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
遺

著
の
第
四
舩
に
該
書
す
る
も
の
で
、
書
名
の
通
り
檀
君
考
。
銀
子
朝
鮮
傳

設
考
・
羽
翼
考
再
興
番
郡
考
・
百
納
本
史
記
の
朝
鮮
傳
に
就
き
て
。
大
同
江
南

の
古
墳
と
樂
浪
王
氏
と
の
二
元
・
加
羅
領
域
考
・
巳
波
伴
鞍
考
・
高
句
麗
五

族
五
弓
道
・
廣
開
土
境
好
太
王
陵
碑
に
就
て
・
朱
蒙
傳
説
及
老
獺
稚
虚
説
の

十
一
篇
の
不
朽
の
名
篇
を
牧
浴
す
る
。
此
の
申
の
大
部
分
は
實
に
首
位
講

求
論
文
と
し
て
心
血
を
渡
が
れ
た
る
も
の
、
原
原
本
本
の
研
究
の
典
範
と

し
て
竜
王
重
な
る
も
の
な
る
の
み
な
ら
ず
、
遡
鮮
史
學
の
學
聞
方
確
立
の

砥
柱
と
し
て
永
へ
に
没
せ
ざ
る
も
の
と
謂
へ
る
。
刊
行
に
當
り
岡
版
と
し

て
灌
近
懸
制
詩
註
・
百
袖
本
史
記
・
立
浪
大
守
橡
王
光
印
影
・
紗
本
新
堆
東

烏
輿
地
勝
覧
・
鋤
本
翰
苑
の
五
葉
を
加
へ
ら
れ
た
る
編
纂
者
の
用
意
も
感

謝
に
堪
へ
ぬ
。
巻
頭
の
三
士
省
像
は
昭
和
二
年
十
月
の
撮
影
に
係
り
、
晩

年
近
く
の
風
串
を
仰
ぐ
に
無
二
の
も
の
、
私
は
遊
像
を
伸
ぎ
．
逡
著
を
讃

み
て
博
士
の
徳
晋
を
偲
ぶ
や
甚
だ
切
な
る
も
の
が
あ
る
。
（
菊
版
五
一
〇
頁

京
城
府
長
谷
川
町
七
四
．
近
澤
書
店
勤
行
．
儂
四
・
五
〇
翻
）
（
那
波
）

○
蒙
古
墨
創
刊
號

　
蒙
古
に
愛
す
る
正
し
い
認
識
を
得
ん
が
爲
に
は
二
丁
的
に
あ
ら
ゆ
る
観

野
か
ら
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
か
」
る
こ
と
ほ
我
が
國
に
鴬
然

行
は
る
潔
く
し
て
未
だ
充
分
な
子
達
を
見
な
い
の
は
自
他
共
に
認
め
る
所

で
此
般
陥
を
補
ふ
こ
と
こ
そ
翔
下
の
急
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
惟
ふ
に
，
蒙
古
厩
族
が
曾
っ
て
遽
げ
た
励
磁
絶
後
の
大
活
動
は
東
洋
史

上
の
偉
観
で
あ
っ
た
。
北
口
瀦
か
ら
ジ
ン
ギ
ス
汗
を
指
導
者
と
し
て
勃
興
し

紹

介

た
彼
等
の
行
績
に
就
い
て
は
今
日
已
に
言
書
研
究
さ
れ
て
屠
る
Q
然
し
乍

ら
蒙
古
自
膣
の
研
究
は
周
よ
り
こ
れ
に
止
ま
る
可
き
で
は
な
い
。
託
ち
蒙

古
の
研
究
は
軍
に
文
化
的
の
み
な
ら
ず
自
然
科
賦
課
に
も
行
は
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
言
ふ
遙
も
あ
る
ま
い
。
然
る
に
前
者
の
研
究
は
今
日
猫

不
充
分
で
あ
り
、
後
者
の
如
き
ほ
殆
ん
ど
未
開
の
儘
に
放
置
さ
れ
て
肥
る

有
様
と
云
ひ
得
や
う
Q
さ
れ
ば
既
等
の
究
明
こ
そ
本
邦
學
徒
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
未
だ
研
究
結
果
の
若
鳥
計
画
衷
機
關

す
ら
敏
け
て
屠
た
Q
今
度
善
隣
重
砲
に
依
っ
て
獲
刊
を
企
て
ら
れ
た
難
誌

「
蒙
古
學
」
は
こ
の
歓
隠
を
捕
は
ん
と
す
る
の
欝
的
に
出
た
も
の
で
、
そ
の

時
宜
を
得
た
企
て
に
漏
し
斯
學
の
爲
慶
賀
を
表
し
云
い
。

　
儀
て
創
刊
號
の
内
容
を
見
る
に
、
論
文
と
し
て
は
「
世
界
史
に
於
け
る

蒙
古
の
地
位
」
（
白
鳥
庫
吉
）
「
勅
勒
の
内
職
に
就
い
て
」
（
志
田
不
動
麿
）
「
元

代
色
目
人
に
遣
す
る
一
考
察
X
愛
宕
松
男
）
、
其
の
他
「
鳥
丹
城
附
近
に
元

高
を
探
る
」
（
田
村
順
応
）
「
フ
ル
ン
・
ブ
イ
ル
地
方
の
考
古
畢
・
的
遺
跡
し
（
三

上
次
男
）
「
ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
の
蒙
古
語
」
（
服
部
四
郎
）
及
び
講
座
と
し
て
は

「
蒙
古
…
遊
牧
民
と
そ
の
歴
史
的
役
割
」
（
松
田
羅
男
）
「
蒙
古
語
文
語
楷
梯
」

（
竹
内
幾
之
助
V
が
あ
り
、
こ
れ
に
書
評
。
論
著
紹
介
等
の
欄
が
設
け
ら
れ

て
居
る
。
昂
じ
て
見
る
に
、
歴
．
史
言
語
思
子
の
論
文
が
主
で
、
蒙
古
に
於

け
る
自
然
科
學
的
研
究
の
貧
困
は
言
は
．
ず
し
て
既
塵
に
も
反
影
し
て
居

る
。
今
歴
史
關
係
の
も
の
」
二
三
に
就
い
て
其
梗
概
を
紹
介
し
や
う
。
白

烏
博
士
の
肱
理
一
5
は
歓
羅
巴
の
歴
史
に
現
ほ
れ
た
遊
牧
民
の
侵
略
の
動
因
に

は
常
に
蒙
吉
民
族
の
活
動
が
働
い
て
居
る
と
し
、
彼
等
の
漬
動
の
結
果
、

其
の
西
隣
の
ト
ル
コ
民
族
が
民
心
さ
れ
、
こ
の
影
響
が
更
に
イ
ラ
ン
系
の

第
二
十
二
縦
鼎
　
第
三
號
　
　
　
山
ハ
ニ
五
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介

騎
焉
民
族
に
及
び
途
に
民
族
移
動
と
し
て
現
は
れ
る
に
灘
つ
た
こ
と
を
識

し
、
か
」
る
動
凶
と
な
っ
た
黙
こ
そ
豪
古
の
持
つ
擾
酎
ゆ
更
的
な
意
義
で
あ

る
と
さ
れ
て
居
る
。
愛
愚
筆
の
論
文
は
元
代
に
於
け
る
色
目
八
の
庭
史
的

意
昧
を
究
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
づ
色
臼
人
の
定
義
を
明
か
に
し
、

共
内
容
は
蒙
古
支
配
下
の
非
漢
文
化
罠
を
指
す
も
の
と
断
じ
、
更
に
陳
競

氏
が
色
国
人
の
弘
化
乃
至
劣
化
的
傾
．
向
の
み
を
重
観
し
て
直
る
の
を
非
と

し
、
こ
れ
を
言
語
。
文
掌
・
木
俗
法
・
宗
教
・
學
術
等
の
諸
方
面
に
亙
り
、
，
難
解

の
元
典
章
等
を
駆
使
し
て
楡
写
し
た
後
、
當
代
の
色
目
人
は
色
厨
交
化
の

撰
當
者
と
し
て
、
漢
丈
化
の
搬
當
新
た
る
漢
人
と
蜀
立
野
存
在
を
績
け
て

鷹
た
こ
と
を
力
説
し
、
而
し
て
色
H
文
化
こ
そ
元
朝
の
蒙
古
至
上
主
義
の

背
景
と
な
り
、
域
は
そ
の
支
柱
と
な
っ
た
も
め
で
あ
る
と
結
ん
で
居
る
。

松
田
氏
の
講
ず
る
と
こ
ろ
は
、
蒙
古
史
は
蒙
古
民
族
史
と
岡
一
観
す
べ
き

も
の
で
は
な
く
、
蒙
古
地
方
に
生
起
し
た
二
更
的
諸
現
象
を
把
握
す
る
と

こ
ろ
に
成
立
す
る
と
の
立
場
に
立
ち
、
先
づ
遊
牧
民
の
生
活
形
態
を
激
べ

地
理
的
事
情
を
記
し
、
進
ん
で
彼
等
遊
牧
昆
が
氏
族
、
的
批
曾
か
ら
部
族
制

國
家
へ
と
獲
展
し
て
行
く
過
程
を
致
へ
、
最
後
に
彼
等
の
有
す
る
世
界
史

的
役
割
ぽ
京
西
爾
洋
の
中
間
に
在
っ
て
大
回
模
な
交
易
の
中
縫
を
行
っ
た

所
に
あ
る
と
論
及
さ
れ
、
從
っ
て
説
一
役
鋼
が
近
世
資
本
主
義
…
図
家
に
取
っ

て
代
ら
れ
る
駈
と
な
る
や
、
逢
に
衰
微
の
一
路
を
辿
る
に
至
っ
た
と
論
く
。

要
す
る
に
既
の
譲
本
に
於
て
、
迩
牧
民
と
農
耕
民
と
は
其
比
較
に
於
て
前

者
が
假
令
後
月
的
停
滞
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
生
活
様
式
の
獺
違

で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
以
っ
て
無
謬
低
級
と
の
み
考
へ
る
こ
と
は
出
來
な
い

と
云
ふ
黙
に
重
心
を
置
き
、
蒙
古
史
に
封
ず
る
氏
の
抱
負
の
一
端
を
披
渥

盤
謝
二
十
二
撫
讐
　
盤
謝
一
二
號
　
　
　
山
ハ
ニ
論
ハ

し
て
、
護
者
に
期
し
新
し
い
認
識
を
促
し
た
亀
の
で
あ
っ
て
蓋
し
近
來
の

上
乗
な
る
も
の
と
し
て
推
鑓
す
る
。
猶
、
志
田
氏
の
論
文
は
支
那
史
上
に

見
え
る
勅
勒
と
云
ふ
部
族
は
丁
零
・
突
厭
な
ど
玉
共
に
臼
貯
瞠
　
と
云
ふ
書

を
う
つ
し
た
も
の
で
，
ト
ル
コ
民
族
に
馬
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
住
地
は

漢
代
爾
北
刺
時
代
を
通
じ
て
、
バ
イ
カ
ル
湖
の
甫
セ
レ
ン
が
河
流
域
で
あ

っ
た
Q
然
る
に
五
朗
十
六
…
幽
時
代
に
ほ
一
部
の
も
の
が
支
那
内
地
に
來
り

河
北
地
方
に
於
て
政
治
的
活
動
を
な
し
當
代
の
北
支
那
政
局
に
大
な
る
影

響
を
輿
へ
て
薫
る
こ
と
を
論
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
聴
し
憾
む
ら
く
は
更

に
一
歩
突
…
進
ん
で
極
む
べ
き
顯
の
妙
か
ら
ざ
る
を
思
は
し
め
る
。
其
の
著

し
く
一
調
に
刻
し
、
一
一
呵
成
と
ま
で
見
え
る
文
章
に
も
拘
は
ら
ず
、
創

刊
「
蒙
古
學
」
の
三
頭
論
文
と
し
て
は
鞘
こ
三
一
が
足
り
な
い
様
に
感
ぜ
し

め
ら
れ
る
の
は
あ
な
が
ち
許
者
｝
人
の
み
で
は
あ
る
ま
い
。
以
上
柳
か
愚

民
を
蓮
べ
て
そ
の
紹
介
に
代
の
こ
．
以
て
榮
あ
る
「
蒙
古
學
」
の
誕
生
を
競
す

る
と
誌
ハ
に
、
將
來
の
獲
展
を
新
る
微
意
と
し
度
い
Q
（
善
隣
協
倉
装
行
・
飯

嶽
・
二
〇
）
（
小
野
）

○
回
．
（
ヨ
ご
3
）
、
ψ
9
ご
国
王
〇
三
ψ
＜
○
ユ
Φ
鶏
謬
σ
含
9
μ

　
窪
）
三
重
§
）
臨
£
）
μ
（
ぼ
。
戸
包
鳥
窯
。
昏
○
鳥
2
0
0
2
δ

　
（
δ
H
合
＄
〇
三
9
訴
ρ
ゴ
○
戦
①
塁
0
2
ン
、
．
戸
出
9
、
び
口
窪
・

　
ラ
ン
ケ
と
共
に
「
歴
史
の
世
紀
」
の
誇
り
を
代
表
す
る
と
云
は
れ
る
ヨ
ハ

ン
・
グ
ス
タ
フ
・
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
螢
作
ほ
、
大
別
し
て
三
つ
の
方
．
面
に
於
い

て
考
へ
ら
れ
る
〇
一
つ
は
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
史
」
後
の
「
ヘ
レ
ニ
ズ

（　190　）


